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政
権
が
交
代
し
、
や
っ

と
新
し
い
政
治
が
始
ま
る

と
思
っ
た
ら
、
総
理
と
幹

事
長
に
「
政
治
と
カ
ネ
」

の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
公
党
と
し

て
全
く
自
浄
作
用
を
果
た

さ
な
い
民
主
党
。
こ
れ
は

自
民
党
よ
り
ひ
ど
い
と
思
っ

て
い
た
ら
、
今
度
は
そ
の

小
沢
幹
事
長
が
主
導
す
る

露
骨
な
利
益
誘
導
政
治
。

そ
れ
に
モ
ノ
が
言
え
な
い

情
け
な
い
党
の
体
質
、
密

室
談
合
の
恐
怖
政
治
。
い

や
は
や
「
無
血
の
平
成
維

新
」
ど
こ
ろ
か
、
ま
る
で

二
十
年
以
上
も
前
の
、
旧

い
旧
い
政
治
の
再
来
で
す
。

そ
し
て
や
る
こ
と
と
言

え
ば
、
財
政
規
律
も
な
け

れ
ば
公
約
し
た
予
算
の
組

み
替
え
も
な
い
。
税
金
の

ム
ダ
遣
い
解
消
も
天
下
り

の
禁
止
も
中
途
半
端
。
そ

ん
な
中
で
「
国
民
の
生
活

が
第
一
」
で
は
な
く
「
民

主
党
の
選
挙
が
第
一
」
の

「
理
念
な
き
バ
ラ
マ
キ
予

算
」
。
お
ま
け
に
、
郵
政

も
道
路
も
Ｊ
Ａ
Ｌ
も
ひ
た

す
ら
国
有
化
。
大
負
担
・

大
増
税
の
「
超
大
き
な
政

府
」
で
、
こ
ん
な
政
治
を

続
け
て
い
た
ら
、
遠
か
ら

ず
財
政
破
た
ん
、
い
や
国

家
破
た
ん
で
す
。

こ
ん
な
政
治
は
だ
め
だ
。

夏
の
参
院
選
で
は
民
主
党

の
単
独
過
半
数
は
絶
対
阻

止
し
な
け
れ
ば
。
そ
れ
に

は
「
み
ん
な
の
党
」
が
頑

張
る
し
か
な
い
と
決
意
し

て
い
ま
す
。
「
脱
官
僚
」

「
地
域
主
権
」
で
こ
の
国

の
か
た
ち
を
根
底
か
ら
変

え
る
、
「
改
革
な
く
し
て

成
長
な
し
」
「
成
長
な
く

し
て
分
配
（
安
心
）
な
し
」

で
「
生
活
重
視
」
の
政
治

を
実
現
し
て
い
く
。
こ
う

し
た
旗
を
高
く
掲
げ
、
今

後
「
ホ
ッ
プ
・
ス
テ
ッ
プ
・

ジ
ャ
ン
プ
」
の
戦
略
で
党

勢
拡
大
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。ま

ず
は
参
院
選
が
正
念

場
で
す
。
既
に
、
神
奈
川

選
挙
区
で
は
「
中
西
け
ん

じ
」
と
い
う
、
経
済
や
金

融
に
精
通
し
た
候
補
者
を

立
て
ま
し
た
が
、
全
国
比

例
区
で
は
十
人
以
上
、
三

人
区
以
上
の
選
挙
区
（
東

京
、
千
葉
、
大
阪
等
）
に

は
す
べ
て
、
一
人
区
、
二

人
区
で
あ
っ
て
も
良
い
候

補
者
が
い
れ
ば
擁
立
し
て
、

是
非
と
も
当
選
者
を
二
桁

台
に
乗
せ
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
選

挙
後
、
国
政
、
民
主
党
政

権
へ
の
影
響
力
も
図
り
知

れ
な
い
も
の
と
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
来
年
春
の
統

一
地
方
選
で
は
全
国
に

「
み
ん
な
の
党
」
の
基
盤

を
構
築
し
た
い
。
県
会
・

市
会
レ
ベ
ル
の
足
腰
を
強

く
す
る
こ
と
は
、
来
る
べ

き
衆
院
選
挙
の
原
動
力
に

も
な
り
ま
す
。

そ
の
衆
院
選
で
は
、
我
々

の
結
党
宣
言
に
も
あ
る
よ

う
に
、
自
民
、
民
主
含
め

た
政
界
再
編
で
、
理
念
や

基
本
政
策
を
一
致
さ
せ
た

真
っ
当
な
政
党
政
治
を
確

立
す
る
。
日
本
に
真
の
民

主
主
義
を
機
能
さ
せ
国
民

本
位
の
政
治
を
実
現
す
る
。

そ
れ
が
「
み
ん
な
の
党
」

の
歴
史
的
役
割
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

支
援
を
心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

・・・真
の
平
成
維
新
は
「み
ん
な
の
党
」で
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衆議院議員（みんなの党幹事長）
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鳩山政権が、ひたすら「配分重視」「結果

平等」「国営化」の社会主義路線を走り、企

業に手かせ足かせをかけるのに対し、みんな

の党は、グローバルな大競争にさらされてい

る経済セクターは「自由な市場主義」が原則。

法人減税等の税制改革・規制改革等で「競争

環境の整備」を図るのが基本。

短期的には30兆円のデフレギャップ解消の

ための金融政策の積極的発動。中長期的には、

設備投資と技術革新で供給サイドの生産性向

上。2％程度の緩やかなインフレで4％成長を

目標とする。

ただ、ドロップアウトした人には手厚いセー

フティーネットを張り、次の再就職先まで面

倒。パイを大きくし税収をあげなければ、安

心の社会保障（年金、医療・介護等）もない。

中西 けんじ
1964年1月4日 45歳

【経歴】
東京大学法学部卒、JPモルガン取締役副社長

【私の主張】
１．自由主義経済を基本に、行き過ぎ
の弊害が顕著な場合に政府が介入
２．足元の景気対策は需給ギャップと
デフレの解消に万策を尽くす

３．国際社会で日本の立場を明確に主張
４．活力ある社会のため少子化対策は待ったなしの喫緊の課題
５．地域のことは地域で決める
６．先進国の中で著しく低い食糧自給率の引き上げ
７．安心して日々暮らせる医療、介護を

【事務所】
〒231-0014 神奈川県横浜市中区常盤町4-39 新常磐ビル４階
電話045-641-6511 FAX 045-641-6513
HP http://www.nakanishikenji.jp/

鳩山首相らが、「沖縄の選挙が第一」で何も考え
ず、ここまで「県外移設」「国外移設」と沖縄県民
の期待をあおっておいて、今さら県内移設はないだ
ろう。既に名護市長も反対派に代わり、県議会も全
会一致で反対決議した。もう白地では議論できない。

沖縄のことを考えれば、「県外・国外移設」に越
したことはない。しかし、それができなかったから
こそ今の苦渋がある。ガラス細工のように積み上げ
てきた過去の経緯をすべて台無しにした以上、約束
した5月決着ができなければ総理辞任に値する。

（参考）普天間基地返還・移設の経緯（96年）

・・・江田が橋本首相の指示で動く

当時の橋本首相が、こんな戦略的に重要な基地を
米国が返すはずがないと猛反対した外務省を押し切っ
て、クリントン大統領との直談判で実現。舞台裏で
は、沖縄知事との交渉、移設先の立案等を当時秘書
官だった江田が担った。名護市長は受け入れたが、
当初賛成だった沖縄知事が最後に反対。未決着のま
ま、次の小渕内閣に引き継がれた。

鳩山政権への失望感が広がり、みんなの党の

支持率が年初来、急上昇している。毎日の12％

を筆頭に、共同9.6％、朝日9％、日経9％、読

売5％といった具合だ（ちなみに昨年中は1％）。

特に、経済・ビジネス界の支持は高く、日経

ビジネス誌では、民主27％に次ぎ16％で自民14

％を抜いた。ロイターや日経ラジオが行った投

資家調査では、50％の支持率でトップに躍り出

ている。みんなの党の「経済成長戦略」が評価

されているからという。

＜個人カンパのお願い＞
江田けんじは政治信条として、将来にわ

たって、企業･団体献金を一切受けないこと

としており、政治資金の多くを個人寄附で

まかなっています。

よろしくご理解をいただき、皆様のお力

添えを心からお願い申し上げます。

匿名寄付は法律で禁止されております

ので、ご住所・お名前を必ずご連絡下さい。

HP上ではワンクリック献金もできます。

＜カンパ先口座＞
・銀行名 ：三井住友銀行 青葉台支店

口座番号：普通預金／7464180
口座名：江田けんじフォーラム21

・郵便振替：口座番号：00240-9-58700
口座名：江田けんじフォーラム21

参議院神奈川選挙区
党公認予定候補のご紹介



江
田

民
主
党
は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
「
国

家
公
務
員
の
総
人
件
費
二
割
（
一
．
一
兆

円
）
カ
ッ
ト
を
掲
げ
て
い
た
が
、
予
算
で

は
わ
ず
か
千
四
百
億
円
の
減
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
一
体
、
ど
う
や
っ
て
今
後
削
減

す
る
の
か
。

総
理

国
家
公
務
員
を
地
域
主
権
の
一
環

と
し
て
地
方
移
管
す
る
こ
と
で
達
成
し
た

い
。

江
田

地
方
移
管
と
い
う
が
、
自
治
体
の

財
政
も
厳
し
い
。
人
は
押
し
つ
け
る
が
そ

の
人
件
費
は
出
さ
な
い
で
は
地
方
は
受
け

入
れ
な
い
。
人
件
費
分
は
地
方
に
移
す
の

か
。

菅
副
総
理

地
方
と
の
協
議
が
必
要
。
具

体
的
な
こ
と
は
こ
れ
か
ら
作
業
し
た
い
。

江
田

人
件
費
も
あ
わ
せ
て
移
さ
な
け
れ

ば
地
方
は
受
け
入
れ
な
い
。
そ
う
す
る
と
、

い
く
ら
地
方
に
国
家
公
務
員
を
移
管
し
て

も
、
そ
の
分
の
財
源
は
カ
ウ
ン
ト
で
き
な

い
。
結
局
、
地
方
移
管
を
主
に
す
る
限
り
、

総
人
件
費
二
割
削
減
は
絵
空
事
だ
。
こ
こ

で
も
民
主
党
の
財
源
論
の
信
憑
性
が
疑
わ

れ
て
い
る
。

総
理

当
然
、
地
方
移
管
に
伴
っ
て
人
件

費
す
べ
て
を
国
が
保
障
す
る
と
い
う
こ
と

は
あ
り
得
な
い
。

江
田

そ
れ
で
は
受
け
入
れ
る
地
方
自
治

体
な
ど
な
い
だ
ろ
う
。
本
当
に
人
件
費
減

を
す
る
な
ら
、
公
務
員
の
人
数
や
給
料
を

大
幅
に
減
ら
す
し
か
な
い
。
そ
れ
に
は
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
、
給
与
法
の
抜
本

改
正
で
給
与
削
減
を
可
能
と
し
、
公
務
員

に
労
働
基
本
権
を
付
与
し
民
間
並
み
の
リ

ス
ト
ラ
を
す
る
し
か
な
い
。
そ
う
い
う
覚

悟
が
あ
る
の
か
。

総
理

労
働
基
本
権
付
与
に
つ
い
て
は
、

極
力
急
い
で
対
処
し
た
い
。

（
江
田
の
意
見
）

民
主
党
の
財
源
論
は
次
々
と
破
た
ん
し

て
い
る
。
約
束
し
た
「
予
算
の
総
組
み
替

え
」
も
で
き
ず
、
事
業
仕
分
け
に
よ
る

「
ム
ダ
遣
い
解
消
」
も
七
千
億
円
に
と
ど

ま
っ
た
。
こ
の
人
件
費
二
割
減
も
、
公
務

員
の
労
働
組
合
に
支
援
さ
れ
る
民
主
党
の

ア
キ
レ
ス
腱
で
到
底
で
き
そ
う
に
な
い
。

結
果
、
国
家
財
政
は
ひ
た
す
ら
破
た
ん
へ

の
道
を
歩
ん
で
い
る
。

江
田

陳
情
を
幹
事
長
室
に
一
元
化
し
た

時
か
ら
予
想
し
て
い
た
が
、
昨
年
末
の
小

沢
幹
事
長
に
よ
る
予
算
重
点
要
望
、
そ
れ

を
受
け
た
公
共
事
業
の
箇
所
付
け
内
示
で
、

そ
の
意
図
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
自
民
党

の
支
持
基
盤
を
崩
そ
う
と
い
う
露
骨
な
利

益
誘
導
政
治
だ
。
自
民
党
で
す
ら
、
う
し

ろ
め
た
く
て
や
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
白
昼

堂
々
と
や
る
。
即
刻
や
め
さ
せ
る
べ
き
だ
。

総
理

善
処
す
べ
き
だ
と
は
理
解
し
て
い

る
。

江
田

民
主
党
は
地
域
主
権
が
大
事
と
し
、

国
と
地
方
の
関
係
は
上
下
関
係
で
は
な
く

対
等
と
し
な
が
ら
、
知
事
や
市
町
村
長
に

対
し
、
民
主
党
県
連
を
通
せ
と
か
、
幹
事

長
室
に
行
け
と
か
、
陳
情
先
を
指
図
し
て

い
る
。
大
臣
も
知
事
も
国
民
「
全
体
の
奉

仕
者
」
で
あ
り
、
そ
の
往
き
来
は
自
由
に

す
べ
き
だ
。

総
理

陳
情
政
治
の
打
破
と
い
う
こ
と
で

始
め
た
制
度
だ
が
、
知
事
や
市
町
村
長
に

は
、
ど
う
ぞ
、
ご
自
由
に
大
臣
や
官
庁
に

は
陳
情
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。

（
江
田
の
意
見
）

細
川
政
権
が
短
期
で
崩
壊
し
た
た
め
、

当
時
実
現
で
き
な
か
っ
た
悔
し
い
思
い
を

胸
に
、
小
沢
氏
が
長
年
あ
た
た
め
て
き
た

自
民
党
壊
滅
の
た
め
の
方
策
の
一
つ
。
表

舞
台
の
役
者
（
大
臣
）
と
は
別
に
、
実
際

は
密
室
（
幹
事
長
室
）
で
陳
情
を
処
理
し
、

「
国
民
の
生
活
が
第
一
」
で
は
な
く
「
民

主
党
の
選
挙
が
第
一
」
で
公
共
事
業
の
配

分
を
決
め
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
。
本
来

の
民
主
党
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
は
ま
っ
た
く
違
う
、

自
民
党
旧
経
世
会
時
代
の
土
建
利
権
政
治

の
Ｄ
Ｎ
Ａ
。

江
田

小
沢
幹
事
長
は
、
自
ら
の
政
治
資
金

の
問
題
で
秘
書
三
人
が
逮
捕
さ
れ
、
ま
た
、

東
北
地
方
の
ゼ
ネ
コ
ン
談
合
に
も
深
く
関
わ
っ

て
い
る
こ
と
が
検
察
の
冒
頭
陳
述
で
も
明
ら

か
に
さ
れ
た
。
多
く
の
国
民
も
辞
め
る
べ
き

と
の
意
見
だ
。
党
の
代
表
と
し
て
、
小
沢
氏

に
辞
任
を
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

総
理

政
治
家
の
出
処
進
退
は
本
人
が
決
め

る
こ
と
。
私
か
ら
辞
任
は
求
め
な
い
。

江
田

鳩
山
首
相
の
問
題
も
、
月
に
千
五
百

万
円
も
貰
っ
て
、
知
ら
な
か
っ
た
で
す
む
金

銭
感
覚
の
方
が
問
題
だ
。
そ
れ
で
「
国
民
の

生
活
が
第
一
」
と
言
わ
れ
て
も
胸
に
ひ
び
か

な
い
。

総
理

こ
れ
か
ら
も
説
明
を
尽
く
し
た
い
。

江
田

仮
に
自
ら
の
政
治
活
動
に
関
し
、
秘

書
が
二
人
も
三
人
も
逮
捕
・
起
訴
さ
れ
た
ら
、

身
を
ど
う
処
す
か
。
私
な
ら
辞
職
す
る
。

福
島
、
前
原
、
岡
田
各
大
臣

犯
罪
の
中
身
、

状
況
を
見
極
め
な
い
と
答
え
ら
れ
な
い
。

（
江
田
の
意
見
）

起
訴
・
不
起
訴
以
前
の
問
題
と
し
て
、
旧

態
然
と
し
た
土
建
利
権
政
治
の
体
質
を
も
つ

小
沢
幹
事
長
は
、
政
権
交
代
後
の
新
し
い
政

治
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
ま
た
、
「
政
治
と

カ
ネ
」
で
こ
れ
ほ
ど
の
大
問
題
が
起
こ
っ
て

い
る
の
に
、
自
浄
作
用
を
全
く
果
た
さ
な
い

民
主
党
は
自
民
党
以
下
。
情
け
な
い
限
り
だ
。

江
田

元
大
蔵
次
官
の
日
本
郵
政
社
長
就
任

は
論
外
だ
が
、
そ
れ
よ
り
も
問
題
な
の
は
、

そ
の
後
任
の
損
保
協
会
副
会
長
に
、
粛
々
と

元
大
蔵
官
僚
が
天
下
っ
た
こ
と
。
こ
の
ポ
ス

ト
は
何
代
に
も
わ
た
る
財
務
省
の
指
定
席
。

こ
ん
な
こ
と
が
民
主
党
政
権
下
で
許
さ
れ
る

の
か
。

仙
谷
大
臣

政
府
が
あ
っ
せ
ん
を
し
て
な
い

の
で
わ
か
ら
な
い
。

江
田

予
算
委
員
会
で
か
つ
て
大
臣
は
「
ダ

ラ
ダ
ラ
と
指
定
席
に
当
て
は
め
て
い
く
場
合

は
、
間
違
い
な
く
天
下
り
で
、
あ
っ
せ
ん
」

と
答
弁
し
て
い
る
で
は
な
い
か
。
そ
の
数
日

後
に
、
こ
の
ざ
ま
だ
。
こ
れ
が
天
下
り
に
当

た
ら
な
い
な
ら
、
何
も
し
な
い
の
と
同
じ
だ
。

江
田

四
千
五
百
億
円
も
の
雇
用
保
険
料
を

使
っ
て
全
国
二
千
か
所
に
「
勤
労
者
福
祉
施

設
」
（
ス
パ
ウ
ザ
小
田
原
等
）
を
建
て
、
二

束
三
文
で
売
り
払
っ
た
歴
代
職
業
安
定
局
長
、

「
消
え
た
年
金
記
録
」
の
最
大
の
責
任
者
、

歴
代
社
保
庁
長
官
、
彼
ら
は
今
、
責
任
を
と

る
ど
こ
ろ
か
、
優
雅
な
天
下
り
人
生
を
謳
歌

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
、
結
果
的
に
国
民
に

大
損
害
を
与
え
た
官
僚
Ｏ
Ｂ
の
天
下
り
は
、

ま
ず
最
初
に
一
掃
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

総
理

ど
う
い
う
経
緯
で
天
下
っ
た
の
か
、

調
査
し
た
い
。
ご
指
摘
の
趣
旨
は
わ
か
る
。

江
田

私
も
天
下
り
は
、
せ
い
ぜ
い
七
十
歳

ま
で
と
思
っ
て
い
た
が
、
九
十
歳
の
人
も
い

る
（
左
記
別
表
）
。
こ
う
し
た
高
齢
の
方
は
、

今
す
ぐ
首
を
切
っ
て
も
共
済
年
金
が
も
ら
え
、

路
頭
に
迷
う
こ
と
も
な
い
。
お
ま
け
に
公
務

員
の
年
金
は
民
間
よ
り
も
割
増
だ
。

仙
谷
大
臣

即
刻
は
無
理
だ
。
こ
ん
ど
任
期

が
切
れ
る
時
に
交
代
さ
せ
た
い
。

（
江
田
の
意
見
）

元
大
蔵
次
官
の
天
下
り
も
完
全
な
公
約
違

反
だ
が
、
こ
ん
な
典
型
的
な
天
下
り
す
ら
一

掃
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
今
後
、
民
主
党

は
「
天
下
り
の
根
絶
」
を
言
う
資
格
は
な
い
。

看
板
倒
れ
も
は
な
は
だ
し
い
。

なんと、９０才に
なっても、優雅な

天下りを繰り返し

ている事実が判明！！

しかも、驚いたことに、長妻厚労

大臣は、民間に勤務している元
局長については、状況を把握して

いないとして、資料提出せず！！

小
沢
幹
事
長
は

即
刻
辞
任
す
べ
し
！

公
務
員
人
件
費
二
割
カ
ッ
ト
。

一
兆
円
削
減
は
ま
や
か
し
だ
！

天
下
り
を
一
掃
す
べ
き
だ

鳩山政権は、ミッテラン社会主義政権の再来か！
「理念なきバラマキ」と郵政・ＪＡＬ・道路会社の「国営化路線」で大負担・大増税、国家破たんへの道へ！

国
民
に
大
損
害
を
与
え
た
官
僚

Ｏ
Ｂ
の
責
任
を
追
及
す
べ
き
！

露
骨
な
利
益
誘
導
政
治
だ
！

陳
情
一
元
化
と
箇
所
付
け
内
示

①「小沢幹事長依存」＝人事とカネを握り、利権・利益誘導と、物言わせぬ恐怖政治

②「財務官僚依存」＝予算編成や事業仕分けで恩を売り、天下り・省益確保と増税路線

③「公務員の労組依存」＝公務員の削減や給与カット等の公務員制度改革が腰砕け

（トリプル依存）


